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新潟県立看護大学学長

中島 紀惠子

校章 に込められた思い

NiigataCollegeofNursingのNiigata

の 「N」、Nursingの 「N」と新潟県 の県

花 「チューリップ」とを合わせイメージした。

赤 の 「円」は燦然 と輝 く希 望の太 陽とみ

なぎる活力を、「N」は手に手をつなぐ看

護の人・もの・情報の発信と保 健・医療

福祉の総合的視野に拓 く創造性を表現

し、これは又、21世紀をリードする新潟県

立看護大学が力強く飛翔発展 する雄姿

を象徴しています。

潟県立看護大学は2002年4月 に発足しました。

新本学は、日本三大夜桜のひとつ と言われる上

越市高田公園の近 くにあ り、北に日本海、南に妙

高山群、西に関川と素晴らしい自然環境に囲まれ

ています。本学は地域に開かれた大学として 「地

域文化に根 ざした看護科学の考究」を使命 とし

ており、この実現のために、学生間、大学問、

地域間の連携と交流を積極的に進めます。

世紀はケアの時代 といわれます。今世

21 紀国民は、看護ケアの質やヘルスケア

システムに対する品質管理 と保障を求めており}

特に看護従事者にたいしては、専門知識 ・技術 に

裏打ちされた優 しさと、できる責任をきちんと果た

せる自律した人材が求められてお ります。

潟県立看護大学の教職員は、看護科学を学び、専

新門職業人としての本質的な能力を開花 させる努力

をいたします。すなわち、「知識(head)」 「こころ(heart)」 を身

につけてもらう 「学舎」としての環境を築 く努力をします。

護は、男女を問わず魅力的な職業であ り、奥の深い学問です。分野固有の学

看的系譜や専門性に誇 りをもってケアに専心 し、研究心をもって生涯学習する

看護師 ・保健師 ・助産師を育成 します。

学は、人間科学や実践科学の学習により、1年 次から少人数の基礎ゼ ミナー

本ルを通して、興味をもった課題に取 り組みます。また、地域社会で暮 らす人々

との交流や、看護技術演習や臨地実習によって 「知識 ・技術 ・哲学」の一・体化を目

指します。1年 次の 「ふれあい実習」の体験では、地域の中で専門家 として働 く意

味を考えることがねらいです。年次進行 とともに逐次人間の健康の成 り立ちや病態

のメカニズムを学びつつ、看護の専門知識 ・技術を学んでゆきます。授業では少人

数による演習授業を通して 「臨床能力」を養います。3年 次からは、本格的な臨地

実習が始まります。4年 次には、各 自が希望する場所での総合実習、専門ゼミナー

ルを経て卒業論文を作成することになります。本学独自のカリキュラムを通 して、

バランスのとれた人間性豊かな看護人材が巣立っていくことを願ってお ります。皆

様の入学を心からお待ちしています。



現代社会の看護 に対するニーズは疾病の予

防、健康保持から社会復帰、ターミナル

ケアに至るまで広範囲にわたってい

ます 。 こ う した ニ ー ズ に応 え ら

れ る よ う、 新潟県立看護 大学

では知識 ・技術を備え持ち、

人が何を感 じ、何を望ん

でいるのか考え、受け止

めることのできる優れ

た人材を育成します。

「人間」 を理 解す ることか ら

は じめ、私 たち を と りま く

様 々な生 活環 境 か ら影 響 さ

れ る健康 を、看 護 の視 点 か

ら学んでいきます。
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豊か な人 間性 。

看護にとって何よりも大切なこと、それは「こころ」です。新潟県立看護

大学では、人の喜びや悲しみをわかちあえる豊かなこころを育てます。

あらゆる生活場面に対応できる技術と知識、

そして科学的判断力を養います。

深い洞察力をもって自己成長への志向を育むとともに、基礎的 ・先進的知

識と技術を学ぶことにより、多様 に変化する人々の健康 と時代のニーズに

柔軟に対応できる人材 を養成 します。

看護を保健・医療 福祉 の総合 的な角度から見つめ、
コーディネートできる能力を身につけます 。

保健 ・医療 ・福祉の総合的な視野を持 ち、関連分野の人々 と連携 ・協力 し

て行われる実践を通 して、全体を調整 ・管理で きる能力 を身につけます。

コミュニケーション能力を養い、社 会の変化を察知 する。

多様化する情報を的確に捉え、自らも学習を積み重ねなが ら正しく発信す

る能力を身につけます。

グローバルな視野で物事を考えることのできる、

国際派の人 間に。

地域や国を越え、看護の活躍の場が ますます広がる中、語学力 とともにこ

れか らの国際社会で活躍できる人材 を育てます。
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成人看護学演習

人体 モデル を使 ったクモ膜下 出血 後の患者の意識 レベ

ル、対光反射 や麻痺の有無 の確認方 法のデモ ンス トレ
ーションを行っています

。

県立中央病院

高度 ・先進的な診療機能 を有 する県内最

大級(536床)の 病院 です。大学 に隣接

しており、基幹実習施設 とな ります。



大 槻 早 也 佳1年 生(福 島県出身)

まず学風が新 しいという所 にすごく惹か

れました。これから自分達の手で、学風を

作 ってい くんだっていうわくわく感があり

ますよね。実際授業を受けて見ると、看護

の知識や技術の勉強だけでなく、心理学の

授業などもあり、とても興味を持ちました。

看護の世界って奥が深いなあって思います

ね。

阿 部 浩 也1年 生(新 潟県出身)

周辺 は自然がいっぱい。心配 していた一

人暮 らしも、友達や先輩のおかげで寂 しく

ないですよ。僕 らも次はそんな頼 れる先輩

になっていたいなあと思 います。授業 は、

「ねん りんピック」に参加 したりと課外授

業もあります。将来は 「スポーツリハビリ

医療」の現場 で働 きたいと思 っています。

母性看護学演習

新生児モデル を使 って沐浴演習 をしているところです。

総合科 目Ⅰ

「人間関係 と表現 への気づ き」のひ とコマ。他者に働 きかけ、

関わ りを作 り出 してい く力に目覚 めるこ とを目標 とします。

基礎ゼミナール

1年 次 に開講 され る少 人数 ゼ ミナール で、

看護 を科学的 に追求 するための知的探求方

法 を身につけることを目的 とします。

看護技術論

授業の締 め くくりに 「看護技術の開発」 と題 して少 人数 で

1ヶ 月間の ワーキ ングを行 い、1つ の技術 をよ り深 く理解

して、改良 に向 け考察 し発表 します。

基礎看護学実習Ⅰ

入学 して最初の実習 です。幼 児や元 気な高齢者の生活

の一部 に参加 しなが ら人間 と環境 及び健 康 との相互関

連に気付 き、 また人と接する事の基本 を学 び始 めます。
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レセプシ ョンホール

3階 まで吹 き抜 けの広々 と した空間

は学生の交流の場 でもあります。音

響効果 に優れた建物構造 を活か した

演奏会 などに も利用 できます。

年 間 力 レ ン ダ ー

ホール

講義時 には2つ の講義室 と して使用 され ま

す。 また、研究発表会 や式典 にも利用 する

ことができ、プラズマデ ィス プレイ等最 新

の視聴 覚器材 が整備 されています。

情報科学教室

パーソナル コンピュータ56台 を使用 し、

文書作成 、表計 算、デ ータベースの検索 、

作成等 につ いての演習 を行 います。
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合同講義室

全107席 で100イ ンチの ビデオプロジェク

ターや資料提示装置 を完備 しています。

牧 垣 陽 子3年 生(長 野県出身)

私のス トレス発散 は、学内のベンチで

友達 とおしゃべりすること。この大学に入

って嬉 しかったのは、先生がみんなの顔 と

名前をフルネームで覚えて くれたことです

ね。高校の時 と違って、こんなに接する時

間が少ないのに、ちゃんと私達の事 を見て

いて くれてるんだと感激 しました。

曲 山 絵 理3年 生(福 島県 出身)

授業で 「PBLチ ュー トリアル」とい う、

海外の授業方法 を導入 したものがありま

す。これは、毎回幾つかのグループでそれ

ぞれのテーマを突き詰めていくものなので

すが、みんなで協力 しあって進めなければ

いけないため、社会人に必要なコミュニケ

ーション能力や、プロになるための 自覚を

持てるようになりました。

広 瀬 未 穂2年 生(新 潟県出身)

2年 のグル ープ実習では、1年 生で習

った事を実際の現場でどうやって活用 して

いくのかをじっくり勉強 します。経験豊富

な先生方が、御 自分の体験談も交えて教え

てくれるので、すっごく解 りやすい!。 サ

ークル活動は、「バレーサークル」に所属。

学内の体育館で週に1度 、みんなで汗を流

していますよ。

小 沢 友 信2年 生(福 井県出身)

アメリカの医療の技術 はもちろん、現場

の医師や看護師の命に対する考え方 にとて

も関心 があります。2年 生になると、これ

までの一般教養や基礎知識か ら、看護専門

の講義が中心になりま した。毎回、山のよ

うな?!課 題や実習ですが、未来の自分の

ために今は全力でがんばります!

継燈式

臨床実習に出る前 に看護の道への決 意 を述 べる儀

式 です。

入学式 球技大会 桜蓮祭

11月 に行 われ る自治会主催の大学祭です。



基礎科目は、豊かな人間性と総合的な判断力

を養うことが目的です。「人間と文化」「人間と

自然」「英語」「スポーツ」の4つ の科目群から

なっています。

専門支持科目は、環境との相互作用の中で生

じる人間の健康現象を深 く理解 し、看護活動の

判断を支える科目で、以下の3つ の科目群から

構成されます。専門科目を学ぶために必須の知

識となります。

「人間と生活」一 人間生活や社会の仕組みを学

びます。

「人間と情報」一 看護実践や研究にとって必須

となっている情報処理技術を

習得します。

「看護の基礎」一 人間の身体と病態 ・疾病に関

する科 目、人間集団の保健 ・

予防活動に関する科目、保健

医療福祉を支える社会的シス

テムに関する科目で構成され

ています。

入学後、すぐに基礎ゼミナールが始まります。

そこで、教員や友人たちと新たに出会い、文献

検索、レポートの作成や討論の方法などの知的

探求術を身につけることになります。学問する

楽しさを存分に味わって下さい。

教授 教授

吉山 直樹 杉田 収

教授 教授

中野 正春 関谷 伸一

教授 助教授 助教授 講師

野地 有子 橋本 明浩 中村 博生 山本 淳子

子淑講
師
徐

講師講師大友 康博 渡辺 弘之

基礎科目 ・專門支持科目 とは、看護学の基礎 をささえる立場 にあ

りますが、英語や社会学か ら臨床医学まで、多彩な人員構成 となっ

ており、それぞれ一人一人が一奪門分野 を持 ち、その指向する方向

はさまざまです。

だからこそ個性的な教員 の持 ち昧 を生か した教科目 の内容呈示 に

よって、恒常的 な感動体験が得 られるのです。 これを通 じて学生 が

看護の学習領域 を大 きく広 げ、サイエ ンスの神髄 を究める道が開 け

ます。また、対処行動にお ける麟際性 を認識 する良き手助 けともな

ることで しょう。

私達教員が提供する躍動感のある学園生活 が皆様 をお待 ちしてい

ます。



看護の基礎を学びます

基礎看護学講座では、看護の基盤となる理論を多角的な観点から学ぶとともに、地

域で生活する多くの人々との交流を通して看護とは何かを考えていきます。

看護倫理では、現代の医療現場で注目されている 「患者の自己決定」「インフォー

ムドコンセント」などのキーワードを取 り上げ、看護における倫理的問題を学び、看

護科学史では、看護科学の歴史について学びます。その他、在宅ケア論、看護行政論、

国際看護活動論などを通して、個人だけではなく、地域 ・福祉 ・行政及び国際的な視

点のもとに看護学の基礎を学んでいきます。

また、保育園やねんりんピック等での見学 ・実習を通して健康な子どもたちや高齢

者の生活を知る 「基礎看護学実習Ⅰ」、県内の様々な市町村でのホームステイや地域

活動への参加を通して、地域に住む人々と交流し、その生活を考える 「ふれあい実習」

といった、豊かな人間性を育てる体験学習としての看護学基盤実習も行います。

学長 助教授

中島 紀恵子 中川 泉

助教授 講師

朝倉 京子 大友 優子

助教授

堀 良子講師　講師水口 陽子 松下 由美子

助手 助手

岡村 典子 籠 玲子

看護技衛を「科学」します

看護者は、看護の対象となる人々が安全 ・安楽に生活を送れるよう、

療養生活上で様々な看護技術を実践しています。実践基礎看護学では、

これらの看護の技術を科学的に検証しながら、看護技術の向上をめざし

ます。

「看護技術論」「基礎看護技術演習Ⅰ」「基礎看護技術演習Ⅱ」は、看

護の対象に看護援助を実施する意味や専門技術習得の必要性を考えると

ともに、講義と演習を組み合わせ、清潔 ・食事 ・排泄や注射 ・採血など

の生活援助技術 ・診療補助技術の科学的根拠について考えながら、看護

の対象を理解した上での個々の技術を習得していきます。また、看護の

対象を理解していくために必要なコミュニケーション技術や、看護の対

象の健康状態などの情報収集をもとに看護計画を立案する過程で必要と

なる、系統的な思考方法とヘルスアセスメント技術の基礎を学びます。

「基礎看護学実習Ⅱ」では、病院実習を通して実際の看護活動に触れ、

習得した看護技術を用いて、看護め対象の個々にあった日常生活援助を

実践する能力を養います。

私達 は、看護技術 は鐵定化 されたものでな く購代 とともに変化 し発展 させてゆくべき

ものであり、学生はその担い 手 と考えています。劇造的に学 ぶことのできる教育方法や、

実践能力の育成 として、対象者や状況 に合わせて臨機応変で的確な援助 を考 え実施 する

カ を身 につける教育 を探求 してい潔す。ま た、コンピュータに映像 を組み入れた学習支援教材の開発

、活用 なども行い、実習室 を開放して自由に自己学習 できるよ うに支援 し

ます。



「セルフケア」を高める看護

成 人看 護 学Ⅰ(慢 性 期)で は、 成 人期 の 患者 を対 象 に、 主 に、

慢性 的 な健康 障害 を きた した人へ の看 護援 助 を学ん でい きます 。

具体 的 には、糖 尿病 な どの慢性 病 を もつ 人が 、 自 ら生活 の調 整

を しなが ら良好 な健康状 態 を維持 してい く力 を高め る 「セル フケ

ア」 の観 点 か ら看 護援 助 を考 える と共 に、術 後 患者 や脳血 管 障害

の後遺症 を もつ 人 に行 わ れる リハ ビ リテー シ ョン看 護、 末期 がん

等 によ り死 を免 れ得 ない患 者へ の ター ミナル ケア な ど、 生活 の質

(QualityofLife)を 重 視 した看 護援助 につ い て考 えてい きます 。

演習 で は慢 性期 の事 例 の看護 過程展 開を通 して、 食事 指導 な ど

の教育 的 アプ ローチ 、 リハ ビ リテ ー シ ョンの実 際、 ター ミナルケ

ア におけ る看 護技 術 を習得 し、 実習 で は病 棟 で実 際 に慢性 病 をも

つ成 人の患 者 を受 け持 ち、 看護 援助 を実践 す る他、 リハ ビリテ ー

シ ョン室 での見 学実 習 を行 い ます。

教授 講師 講師

加藤 光寳 直成 洋子 酒井 禎子

助手

飯田 智恵

助手 助手

樺沢 三奈子 内藤 知佐子

教授 助教授深澤佳代子　小林優子

助手 助手

山田 正実 今泉 香里

急性期、緊急時の判断能力

を養いましょう

救命救急 ・集中治療が必要とされる医療の現場では、確

実な知識と技術、そして判断能力に基づいた急性期看護が

必要とされます。成人看護学Ⅱ(急 性期)で は、成人期の

患者とその家族を対象に、健康状態が急激に変化している

人、生命が危機にさらされた状況の人、手術を受ける人へ

の看護援助を学んでいきます。

具体的には、心筋梗塞や脳血管障害などにより救命救急・

集中治療が必要な患者や、ICU(集 中治療室)やCCU(心

臓集中治療室)と いった急性期看護を行う場の特徴とその

看護、そして手術を受ける患者の術前 ・術後の看護などを

学びます。

また、演習では、意識障害などの急性期にある患者の事

例を通して理解を深めるとともに、モデル人形を使った救

急蘇生や呼吸訓練などの急性期看護に必要とされる看護技

術を習得します。実習では、実際に周手術期にある患者を

受け持ち、看護援助を実践する他、救命救急センター、手

術室でも見学実習を行います。



教授 講師 講師

加城 貴美子 笹野 京子 和田 佳子

助手 助手 助手

阿部 正子 高塚 麻由 西方 真弓

生涯にわたる女性の健康

について学びます

母性看護学は、母性看護学Ⅰ、母性看護学Ⅱ、新

生児看護論、母性看護学演習と母性看護学実習で構

成されております。講義と演習は2年 生前期から3

年生前期に開講され、実習は3年 生後期に行われま

す。

母性看護は、女性のライフサイクルの中で特に生

殖機能とそれに関わることを学びます。具体的には、

日本をはじめ世界各国の母性看護の歴史とその活動

について学び、今後の母性看護のあり方について考

えます。また思春期の女性と男性について、妊婦と

胎児、お産をする女性、お産後の女性とその新生児、

それを支える父親とその家族、更年期におこる種々

の症状などについて、解剖学や生理学の学びの上に

健康増進のための援助や病気になった女性への看護

を学びます。

子どもの成長・発達を捉進する
ケアについて学びます

授業構成は、小児看護学Ⅰ・小児看護学Ⅱ ・

小児看護学演習・小児看護学実習から構成され、

2年 生前期から順次開講されます。

小児看護学では、人生の中で成長 ・発達の

目覚ましい時期にある子どもを対象としますの

で、子どもの成長 ・発達の特徴について学びま

す。次に、病気や障害を持った子どもの生活、

家族に及ぼす影響について理解し、事例を通じ

て個々の子どもや家族の状況に応じた看護援助

について学びます。

小児看護学実習では、病院で子どもを受け持

ち、障害児施設では障害を持つ子どもの生活を

見学します。実習では小児看護に必要な知識と

技術を総合的に習得し、子どもの個性や家族の

価値観、成長 ・発達を考慮した実践能力を身に

付けることが目標です。

教授 講師

加固 正子 井上 みゆき

助手 助手

大久保 明子 金井 幸子



教授 講師

冨川 孝子 後田 穣

助手

手島 美絵

当事者主体の

ケアについて学びます

「精 神」とは何 か?「 心」とは何 か?誰 で も一度 は真剣 に考 える こ とが あ るで し ょう。

医学 や看 護学 の 範 囲 を超 えた広 い領域 にわ た る問題 です 。現代 社 会 には い ろい ろ

な心 の 問題 が存 在 します。 しか し、 それ ら全 て が心 の健 康 問 題 とい う訳 で はあ り

ませ ん。 医療 ・看 護 サ ー ビス の原 点 は、悩 み 苦 しむ人 が 「自 ら求 め る」 こ とに応

える とい う点 にあ ります。 自然 に精神 看護 学 の範 囲 も決 まって き ます 。

精神 看 護学 は、精神 の健康 と健康 障害 につ い て理 解 す る と と もに、健康 障 害 に

苦 しむ人 が 「自 ら求 め る」 こ とに応 え るた め に必要 な知 識 ・技 術 ・態 度 を習得 す

る科 目です。

精 神 看 護学 の 実習 を行 う精神 病 院 は、 人権 ・プ ライ バ シ ー ・セ ク シュ ア リテ ィ

を尊重 す る、 当 た り前 の病 院 であ り、 入 院 して い る人 だ けで は な く、地 域 社 会 で

生 活す る人 も活用 で きる各 種 のサ ー ビス を行 って い ます 。 また、 健康 福 祉 環境 事

務所(保 健 所)や 市 町村 で は、 在 宅の 精神 障 害者 を地域 で きめ細 か く支援 す る サ

ー ビス を行 って い ます 。

高齢者の尊厳に注目し、その入らしい

自立のあり方を学びます

老年看護学は、老年看護学Ⅰ、老年看護学Ⅱ、老年看護学演習、

老年看護学実習の4科 目から構成され、2年 生後期から逐次開講

されます。いずれの科目においても、一貫して高齢者の尊厳に深

く注目しつつ 、その人らしい自立のあり方を支援するための基

礎能力を育てることを目指しています。

老年看護学Ⅰでは高齢社会、ならびにそこに生きる高齢者やそ

の家族の実状や問題への理解を通して、老年期の発達課題に対応

した看護の進め方を、老年看護学Ⅱ では老年期特有の生活や健

康上の問題を把握し、それを解決するための看護の方法を学びま

す。さらに、これらの学びをより実践的かつ総合的なかたちで深

められるように、老年看護学演習ならびに老年看護学実習が開講

されます。

実際には、高齢者の疑似体験、ロールプレイ、グループ討論な

ど、皆さんの感性と思考をフル回転させるような体験学習プログ

ラムを取り入れながら展開していきます。

教授 助教授 助手

田中 キミ子 北川 公子 唐澤 千登勢

助手 助手

菅原 峰子 津田 さとみ



教授 講師 講師

佐 木々美佐子 小林 恵子 平澤 則子

枝令
師
吉

講
飯

助手

齋藤 智子

地域で暮 らす入々の健康の向上

を目指す看護を学びます

地域看護学は、地域看護学Ⅰ、地域看護学Ⅱ、地域看護学Ⅲ、地域

看護学演習、地域看護学実習から構成され、2年 次前期から順次開講

されます。

地域看護学Ⅰでは、地域を基盤とした看護活動の基本理念をヘルス

プロモーションの視点から理解を深めます。地域看護学Ⅱでは、個人、

家族、集団を対象とした地域看護活動の方法 ・技術を学びます。地域

看護学皿は、乳児から高齢者まで、すべての年齢層の人たちに対す

る地域看護の方法を学習します。

さらにこれらの学びをより実践的にするために、事例を用いて学内

演習を展開していきます。

実習は保健所 ・市町村保健センターの保健師活動と訪問看護ステー

ションの訪問看護活動に参加して、実際活動を体験します。

皆 さんは普段、健康 を意識することがありますか。 きっと意

識することは少ない と思い ます。私たちは、健康 を害 して初 め

て健康の大切 さを実感 します。 それは、健康は人生の目的 では

あ りませんが、人生を生 き生 きと過ご してい くための大切 な資

源であることを物語 っています。

地域看護学 はそんな 「健康」 を考 える看護学 です。

自分の健康や 日常生活に振 り返って考 えられる授業展開に し

たい と思 っています。

「専門ゼミナール」、「専門実習」、「卒論研究」で成り立っており、看護の教員に

よって開講される少人数ゼミナール形式の科目です。討論や実習を通 して、よ

り深く多様な視点で研究を行っていきます。

看護学が追求すべき現代の課題を、実践的 ・学際的に学んでいきます。
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看 護研究交流センター



こんなコト、あんなコト、期待も不安も学生生活の新しい環境に

はつきもの。答えます、あなたの質問に。(みなさんからいただ

いた質問のうち、数の多かった質問について、掲載しました。)

Q入 学料、授業料はいくらですか?

入学料 は、新潟県の住民28万2千 円、新潟県以外の住民56万4千 円と
A

なっています。授業料 は平成16年7月 現在 、52万8百 円 と規定 されて

いますが、今後 改定 された場合 、改定 された額 を適用 します。

Q生 活や学習について悩みがあった場合、
相談に乗ってくれるところがありますか?

A各 学年に担働 員を配置 しています・また・各教員 はオフィス・アワーを
設 け、授業についての質問や学業に関する相談 に乗 れる体制 を整 えてい

ます。

Q奨 学金制度はありますか？

A奨 学金制度には日本学生支援機構・その他地方公共団体等によるものが
あ ります。ただ し、採用条件 を備えていても奨学金採用数が限 られてい

るため、必 ず しも希望者全員が採用 される とは限 りません。手続 きの方

法や詳細については、事務局にご相談下 さい。

Q教 員の陣容はどのようになっっていますか?

本学 は、学問 としての看護科学 を学び、実践的能力、コミュニケーション・A コーディネー ト能 力や生涯学習能力 を備 えた 「専門的職業人」を育成 し

ます。これらの特色 あるカリキュラム を実施 するため、専任教 員を58名

配置 する予定 としており、16年 度は53名 が着任 しま した。なお、58名

のうち看護系の教員は47名 となっており、専門教育に力を入れております。

Qア ルバイトをしたいけれど、できるんですか?
アルバイト情報はあるのですか?

A学生 時代はいろいろな経験をすることも大切な勉強です。学生としてふ
さわ しいアルバイ ト情報 を掲示板等で提供 します。

Q授 業についていけるか不安です。
大丈夫でしょうか…?

Q実習 施設にはどんなものがありますか?

A大 学の隣に位置する繊 拠点病院の新潟県立中央病院(病床536)を
メインに病 院実習 を行います。その他 、保健所や市町村、保育園、訪問看

護ステーション、特別養護老 人ホームなど、様々な実習施設が確保 され

ています。

初 めて学ぶ ことばか りで、誰 でも不安 に思 うか も知 れません。でも心配A
はあ りません。本学で は、皆 さんが必要 とする技術や知識 が しっか りと

習得 できるように、各専 門分野 ごとに優 れた先生 方がわかりやすく授 業を

進めていきますので、安心 して勉 学に励んでください。また、わからないこと

や疑 問点 があったら、積極 的 に尋ねて下 さい。わかりやすくお答 えします。

Q特別選択の小論文と面接 について

Q学 生寮はありますか?

小論文 については、英文資料 の読解 を含 み、90分 の試験時間です。内容

A は、分析能 力、感受性 、英文内容把握能 力などを評価す るもの となって

います。グループ面接の方法 は試験時に指示 されます。

A学生 寮 はありません・希望 する学生 はアパー ト情報を提供します。希
望する方 は気軽にご相談下 さい。大学の近 くに近年多 くのアパ ー トが建

築 されま した。

Q編 入学につ雛て

A3年編 入(定員10名)を 平成17年度 から開始します。看護系短期大
学を卒業した者又は看護系専門学校(専修学校専門課程)の卒業者で看

護師免許取得者を対象として予定しています。

卒 業 後 の 進 路
高齢化社会の進展や介護保険制度の施

行などにより、医療 ・保健 ・福祉の連

携が重視されるようになり、看護職の

ニーズは、病院以外の福祉施設や地域、

家庭へと拡大しています。

●病院

患者さんの病気の回復を助けます。

●保育所

子供の健康と成長を守ります。

●研究所最先端の看護の研究を進める他、企業の

製品開発の研究に参画します。

●訪 問蕎護ステーション

●大学院進学
自宅 で療養 している患者 さんヘケアをし

ます。

専 門職 としての研 究 方法 を学 び、CNSや

大 学の教員 として活 躍します 。
●看護の教育機関

●企業内の健康管理室

働 く人々の健康 管理 をします。

看護 学生の教 育 ・指 導にあたります 。

●老人保健施設・特別養護老人ホーム

●海外での看護活動

JICA(国 際協力事業団)や青年海外協力

隊などの活動に参画します。

病気を持ち施設で暮らしている高齢者の
日常生活を支えます。

●保健所・市町村

●小 ・中 ・高校保健室

生徒の健康管理や相談に応じます。

地域の人々の健康管理や相談に応じます。

※1保 健師国家試験合格後 、申請により授 与されます。

※2助 産学科 目を履修 した場合に限ります。

●診療所

地域の人々の病気の回復を助けます。



スター ト地 点 は上越 市 。
充実したキャンパスライフの拠点、上越市。豊かな自然に恵まれた新潟県西部の商

工業都市です。春日山城下町、高田城下町として長い歴史と文化が引き継がれてい

ます。また快適な都市機能を持ち陸路 ・海路ともに交通の要衝ともなっています。



１．募集人員

※一般選抜前期試験の募集人員には社会人特別選抜の若干名を含む。２．個別試験科目

３．一般選抜の方法

・平成17年 度大学入学者選抜大学入試 センター試験で本学が入学

志願者 に解答 させる教科 ・科 目を受験 した者 とします。

・前期試験 、後期試験の両方 に出願 できます。 ただ し、出願手続

きは平成17年1月24日 か ら2月2日 までの間 に行 う必要があ

ります。

・本学の個別学力検査等の科目は、小論文 とグループ面接 です。

・前期試験 、後期試験 とも試験会場 は、新潟県立看 護大学 で実施

します。

４．特別選抜の方法

A.一 般 推 薦

(1)出 願資格

次のいずれに も該当 し、高等学校長が責任 を持 って推薦 できる

者 とします。

・新潟県内の高等学校 を平成17年3月 卒業見込みの者

・調査書の全体の評定平均点が4 .0以上 の者

・看護学に深い関心 を持 ち、本学卒業後、その専 門分野 における

実践及 び教育 ・研究に携 わってい く意欲 を有する者

・合格 した場合 、必ず入学することを確約で きる者

(2)推 薦 人数

1高 等学校当た りの推薦人数 については、3名 以内 と します。

(3)選 抜方法

小論文(英 文資料 の読解 を含 む)、 グループ面接及び提出書類 の

内容 を総合的に評価 し、選抜 します。

B.社 会 人 特 別 選 抜

(1)出 願資格

次のいずれにも該当する者 とします。

・大学入学資格 を有 する者

・平成17年4月1日 時点 で、社会 人の経験 を3年 以上(夜 間・定時制 ・

通信教育以外 の学校 、専修学校及び各種 学校に在籍 していた期

間 を除 く。)有 する者

・看護学 に深 い関心 を持 ち、本学卒業後、その専 門分野にお ける

実践及び教育 ・研究に携わってい く意欲 を有する者

(2)選 抜方法

小論文(英 文資料の読解 を含 む)、グル ープ面接及 び提出書類の

内容を総合的に評価 し、選抜 します。

５．募集要項の請求の方法

(1)直 接大学へ請求

返信用封筒(請 求者の住所・氏名 を明記 した角形2号 の封筒)に 、

必要 とする募集要項の種類(「一般選抜募集要項」又 は 「特別選

抜募集要項」あるいは 「一般選抜募集要項 ・特別選抜募集要項」)

を朱書 き し、必要 な金 額の切手(い ず れか一方 の場 合240円 、

両方の場合390円)を 貼付 して、新潟県立看護大学教務学生課

に申 し込んで ください。8月 上旬よ り配布 を予定 しています。

出願締切 を充分考慮 して、早めに申 し込んでください。

(2)郵 便局 での請求(10月 より案内開始)

全国の郵便局に設置 されている 「全国 国公立大学 ・短期大学、

私立大学 ・短期大学募集要項(願 書)請 求申込書」(入学願書ゆ

うパ ックカタログ)に 必要事項を記載の上 、送料 と払込み手数料

(70円)を 添 えて、最寄 りの郵便局の窓口で申 し込んで ください。'

(3)電 話(テ レメール)で の請求(24時 間対応)

① インターネ ッ ト(携 帯電話 ・パ ソコン)

または電話 をご利用 ください。

② 資料番号(6桁)を プッシュまたは入力 してください。

③ あとはガイダンスに従って登録 して ください。

※送料 は資料到着後 、同封の払込用紙 で支払って くだ さい。

(4)ホ ーム ペ ー ジか らの 請求

新 潟 県 立 看 護大 学 の ホ ー ムペ ー ジ か ら直 接請 求 で き ま す 。

※上 記(2)(3)(4)で の請 求 方 法 につ い ての お 問 い合 わせ 先

全 国学 校 案内 資料 管 理事 務 セ ン ター

06-6231-5992(月 ～ 金9:30～18:00)
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